
平成２７年（２０１５年）１１月１日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と低VOCインキを使用しています。

 

２２日　三多摩上下水及び道路建設促進
協議会第３委員会

２８日　三多摩上下水及び道路建設促進
協議会第２委員会

 三鷹・立川間立体化複々線促進
協議会

 多摩地域都市モノレール等建設
促進協議会

 京都府南丹市議会議員視察来庁
（市民と議会の意見交換会につ
いて）

２９日　東京たま広域資源循環組合議会
臨時会

３１日　昭和病院企業団議会臨時会
 三多摩上下水及び道路建設促進

協議会第１委員会
 

３日　多摩北部都市広域行政圏協議会
審議会

４日　広聴広報特別委員会
 山口県周南市議会議員視察来庁

（子ども家庭支援センターにつ
いて）

６日　東京河川改修促進連盟総会及び
促進大会

１９日　東京都四市競艇事業組合議会視
察研修（府中市）

２０日　東京都十一市競輪事業組合議会
臨時会

２４日　総務委員会
２５日　生活文教委員会（港区視察）
２６日　厚生委員会（市内視察）
２７日　環境建設委員会

7月

8月

２８日　幹事長会議
 

１日　広聴広報特別委員会
２日　公共施設マネジメント調査特別

委員会
３日　議会運営委員会
８日　９月定例会初日
９日　９月定例会２日目（一般質問）
１０日　９月定例会３日目（一般質問）
１１日　９月定例会４日目（一般質問）
１４日　総務委員会
１５日　生活文教委員会（市内視察あり）
１６日　厚生委員会
１７日　環境建設委員会（市内視察あり）
１８日　にぎわいまちづくり調査特別委

員会（市内視察あり）
２４日　幹事長会議
２５日　議会運営委員会
２８日　公共施設マネジメント調査特別

委員会
３０日　９月定例会最終日
 広聴広報特別委員会
 

２日　小平市都市計画マスタープラン
全体構想特別委員会

１３日　一般会計決算特別委員会（１５日
まで）

１６日　特別会計決算特別委員会
１９日　湖南衛生組合議会臨時会
 昭和病院企業団議会視察研修

（北海道砂川市、北海道小樽市
　２０日まで）

２０日　広聴広報特別委員会

9月

10月

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

　

９
月
定
例
会
で
は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
２
件
の
請
願
の
う
ち
、
１
件

を
採
択
し
ま
し
た
。
陳
情
は
１
件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳

情
文
書
表
を
配
付
し
ま
し
た
。

　

採
択
し
た
請
願
は
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
、
意
見
書
欄
に
全
文

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

意見書意見書意見書
９月定例会では１件の
意見書を可決し、関係
機関へ送付しました。

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９

原
発
に
依
存
し
な
い 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ 

転
換
を
求
め
る
意
見
書
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９
月
定
例
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
議

案
や
請
願
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
議
会
へ
の
関
心
と
親
し
み

を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
わ
か

り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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あ
と
が

あ
と
が
きき

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
か
ら
４
年
が
た
ち
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
に
事
故
は
収
束
し
て
お

ら
ず
、　

万
９
千
人
も
の
人
が
県
内

１１

外
に
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

新
規
制
基
準
に
適
合
し
た
と
し
て
、

幾
つ
か
の
原
発
に
お
い
て
再
稼
働
に

向
け
て
の
手
続
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
は
、
６
月
１
日
の
有

識
者
会
議
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

の
最
終
案
を
示
し
ま
し
た
。
最
終
案

で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割

合
を　

年
度
ま
で
に
平
成　

年
度 

２０３０

２５

（　

年
度
）
の
２
倍
以
上
に
ふ
や
す

２０１３
と
す
る
も
の
の
、
原
子
力
発
電
に
つ

い
て
は
再
稼
働
や　

年
廃
炉
の
延
長

４０

を
前
提
と
し
た　

％
か
ら　

％
と
い

２０

２２

う
数
値
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
原
発
再
稼
働
を
め
ぐ
っ

て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
基

準
に
事
故
が
起
き
た
場
合
の
住
民
の

避
難
計
画
な
ど
を
審
査
す
る
基
準
が

な
く
、
自
治
体
任
せ
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
大
き
な
問
題
で
す
。
政
府
は

原
発
か
ら　

㌔
メ
ー
ト
ル
圏
内
の
自

３０

治
体
に
避
難
計
画
を
つ
く
る
よ
う
求

め
て
い
ま
す
が
、
作
業
が
難
航
し
て

い
る
自
治
体
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　

司
法
に
お
い
て
は
、
福
井
地
方
裁

判
所
が
、
昨
年
５
月
に
大
飯
原
子
力

発
電
所
の
運
転
差
し
と
め
裁
判
で
運

転
差
し
と
め
を
認
め
、
今
年
４
月
に

は
高
浜
原
子
力
発
電
所
３
号
機
、
４

号
機
の
再
稼
働
を
認
め
な
い
仮
処
分

の
決
定
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

判
決
に
は
、
生
活
に
影
響
を
受
け
る

範
囲
を
原
発
か
ら
２
百　

㌔
メ
ー
ト

５０

ル
圏
内
と
し
、
そ
の
範
囲
の
住
民
の

人
格
権
を
保
障
す
る
こ
と
な
く
原
発

を
運
転
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ

と
が
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
民
の
生
命
と
国
土
を
守
る
こ
と

は
政
府
の
役
割
で
す
。
原
発
に
依
存

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
転
換
し
、

で
き
る
限
り
早
期
の
原
発
ゼ
ロ
を
政

策
目
標
と
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に

向
け
て
、
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
ま

す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
次
の
事
項
を

実
現
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

１　

原
発
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
立

地
自
治
体
の
賛
同
だ
け
に
よ
る
の
で

は
な
く
、
周
辺
自
治
体
の
賛
同
を
得

る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
。

２　

原
発
に
依
存
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
転
換
し
、
で
き
る
限
り
早
期

の
原
発
ゼ
ロ
を
政
策
目
標
と
し
て
、

そ
の
実
現
の
た
め
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
環

境
大
臣
あ
て

議
員
の
寄
附
行
為

議
員
の
寄
附
行
為
はは

禁
止
さ
れ
て
い
ま

禁
止
さ
れ
て
い
ま
すす

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
人
に
あ
い

さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ

る
も
の
は
除
く
）
を
出
し
た
り
、
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
人
も

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

7月22日～10月20日
本会議、委員会、諸会議など

議 会 日 誌議 会 日議 会 日 誌誌

市民と議会の意見交換会を
4会場で開催します

　今回は、会場ごとに設定されたテーマをもとに、市民の皆さんと意
見交換を行います。詳しい内容は以下のとおりです。ご参加をお待ち
しています。

定　員　各会場40人程度　※当日直接会場へお越しください（先着順）
手話通訳あり、難聴の方々の聞こえをサポートする磁気ループ
を準備

問合せ　議会事務局　042（346）9566

　２会場77人のご参加をいただき、幅広い意見交換を行うことができ
ました。ありがとうございました。

○いただいたご意見（一部）
・市役所と市民の距離が遠いと感じており、それを埋めるのが議員
であると思っている。このような会を定期的に行ってほしい。

・バスやごみの問題など、山積している市の問題に取り組んでもら
いたい。

　意見交換の内容やいただいたご意見、アンケート結果の詳細につい
ては、市議会ホームページ（http://www.city.kodaira.tokyo.jp/gikai/）
をご覧ください。

▲花小金井南公民館の意見交換会
の様子

▲上水新町地域センターの意見交
換会の様子

７月の意見交換会では
多くのご意見をいただきました

日時：11月６日（金）
19時～21時

場所：花小金井北地域センター　集会室
担当：厚生委員会

ＳＯＳ！
今、必要な見守りとは－

日時：11月７日（土）
10時～12時

場所：津田公民館　ホール
担当：総務委員会

これからの
行政サービスについて

日時：11月８日（日）
14時～16時

場所：上水南公民館　ホール
担当：生活文教委員会

安心・安全なまちづくり
「防犯について考えよう」

日時：11月８日（日）
10時～12時

場所：上宿公民館　ホール
担当：環境建設委員会

自転車が似合う
小平のまちづくり


